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保育のヒント ～科学する心を育む～

保育のヒント～「科学する心」を育てる～

子どもらしい発想～風～／社会福祉法人ゆずり葉会　深井保育園

子どもたちにとって風は、大変身近で日常的に興味をもつ自然現象の一つで

す。風を体で感じていた子どもたちが、更に風への興味を深め、風を活かし

て遊ぶ姿には「科学する心」が育まれています。

風と関わる中で、子どもたちの発想や考えにより遊びが展開している事例を

ご紹介します。保育者の援助や友達との関わりが、子どもたちの体験を深め

る大きな役割を果たしています。

やった！風見ー付けた！／事例1：風発見器を作ろう

こいのぼりや風車、揺れるカーテンなど日常生活の中で、風で動くものをよく目にしてきた子どもたち。風に対する好奇心か

ら風を使った遊びが発展していった。保育者は、風と関わるためのいろいろな素材を準備した。

新聞紙を丸めて作った棒にスズランテープや布、毛糸、紙テープなど様々な素材を付けた

風発見器が出来上がり、さっそく園庭に風を探しに出掛けることにした。

しかし、なかなか風が吹かず、「動かなへんなぁ…」と少し残念そうな様子。

「あっ、じゃあ風作ろう!!」と声を上げた子どもを筆頭に、風発見器を片手に園庭内を走

ったり、グルグルと回ったりし始めた。

「ほら、動いたで!!」
「早く走ったらいっぱい回るー!!」
と自分の行動に合わせて大きく揺れたり、フワッと動く風発見器の様子を嬉しそうに見つ

めていた。

風が吹き始め、手元の風発見器がユラユラと揺れ始めた。保育者も一緒に試しながら、子

どもたちに気付きに共感していった。その様な中「これだけ動かへん…」と自分の風発見

器を見つめ、Yちゃんが不思議そうに周囲の子どもの風発見器と自分の物を見比べてい
た。

保育者は「なんでかなぁ？」と一緒に考えた。

Yちゃんの風発見器の先には短い紙テープや誰よりも長いスズランテープなどたくさんの

素材が付けられていた。その中の一本の長いテープがなかなか動かず、少し周囲を見渡し

て「あっっ!!下（地面）に付いているからかなぁ？もっといっぱい風吹いたらいいね

ん!!」と気付いた。

そのまま色々な場所へ移動しながら試し続けていた。

ＥちゃんとTちゃんが遊具に登って試していることに気付いたYちゃんは早速同じように遊具に登り、風発見器を高く空に掲げ

てみた。「見て、やっとこれ（長いスズランテープ）動いたでー!!」とユラユラ動くスズランテープを見つめながら自慢気に見

せていた。

やった！風見ー付けた！／事例2：風船飛行機

「ぼくたち　風・探検隊！！」／3・4・5歳児

【場面1】風・発見器を作ろう

【場面2】見付けたよ!!



普段よく目にしている傘袋やスーパーの袋を使っての飛行機作りにワクワクしている様

子。膨らませた袋に好きな絵を描いたり、シールやスズランテープで飾りを付けてみたり

とオリジナルの風船飛行機を作っていた。

飛行機に付ける飾りは様々で、ゼリーなどの空き容器やペットボトルのキャップを先端に

付ける子どもの姿も見られた。

出来上がった風船飛行機を持ってワクワクしながら

早速園庭に行き、飛ばすことにした。保育者は、子

どもたちが、遊ぶ中で気付いたことをすぐに試せる

ように素材や材料を準備した。

身近な素材で作った風船飛行機が空を飛ぶ様子に

「飛んだー!!」と喜んで遊んだ。

何度も繰り返して遊ぶうちに、自分と友達の飛行機

の飛び方が違うことに気付いたGちゃん。 自分の
飛行機はフワフワと飛ぶのに対して、早いスピード

で飛ぶ飛行機の持ち主であるIちゃんに「I君の飛行
機、ビューンって飛ぶなぁ!!1回飛ばさせて!!」とお互いの飛行機を交換して遊ぶことにした。

「やっぱりめっちゃ飛ぶなぁ…」と言いながら飛ばすGちゃんに、保育者は、「なんで飛び方が違うのかな？」とそっと問いか

ける。「分からへん…」と言いながら繰り返し飛行機を飛ばしているうちに、「分かった!!こっちのほうは（Iちゃんの飛行
機）重たいからや!!」と飛行機の先端に付けられていたカップに注目していた。

不思議に思っていたことが解決すると、Gちゃんは嬉しそうにIちゃんに飛行機を返し、修理用の素材や材料の中から同じよう

な空き容器を探していた。同じような空き容器を自分の飛行機へと取り付けると、飛び方が変わった自分の風船飛行機を何度

も何度も飛ばして遊んだ。

考察

自分なりのオリジナルの風発見器・風船飛行機など、思ったものを自由に作る楽しさを味わえる環境が大切。【場面1,3】

風が吹いていない時、子どもから「走ったら」「回ったら」という発想が出てきた。これは、日常生活の中や、追いかけっ

こなどの遊びの中で走れば全身で風を感じる経験を無意識のうちに学んでいるからではないかと思う。【場面1】

友達がしていることを自分の物に置き換え「こうしてみれば」という試しに繋がったように、友達の存在も大きいように感

じた。【場面2,4】

風船飛行機では同じ素材でも、「どうして飛び方が違うのか」という点に興味をもち遊びを深めていた。疑問を持つことに

よって遊びの中で試行錯誤し、繰り返し試すことによって子どもたちなりに「そうだ！」と言う答えへと導かれていたよう

に感じた。様々なイメージを形へ表せるような環境を用意しておくことが大切だと改めて感じた。【場面4】

無断転載を禁ず。引用する場合は下記を必ず明記願います。

「 (C)公益財団法人 ソニー教育財団 
ソニー幼児教育支援プログラム 幼児教育保育実践サイト http://www.sony‒ef.or.jp/sef/preschool/ 」

【場面3】風船飛行機を作ってみよう

【場面4】あっ、飛び方が違う。何でやろう？


